
供給過剰見通しで今年最安値圏へ
NY原油先物相場は、1バレル=56.15ドルまで値下がりし、5月5日以来の安値を更新した。根強い需給

緩和見通しが、米中対立の激化に対する警戒感で強化され、60ドルの節目割れ後の一段安が打診された。

年初来安値更新には至らなかったが、今年最安値圏での取引になっている。

国際エネルギー機関（IEA）は10月14日に発表した月報で、世界の原油需給バランスは年初から日量

190万バレルの供給過剰になっていると報告した。2025年の世界石油需要の伸びは日量70万バレルに

留まる見通しだが、石油輸出国機構（OPEC）プラスの減産縮小に加えて、北南米の増産が続くことが、

国際需給を歪めている。今後は洋上在庫が陸揚げされることで、陸上在庫の増加が進む見通しが示され

ている。この状況で米中対立激化が警戒されたことが、原油安を加速させた。ただし、トランプ米大統

領は10月10日、米中高関税は「持続不可能」との見通しを示したことで、週末にかけては57ドル台前

半まで切り返した。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（10月10日時点）は、原油が前週比352万バレル増、ガ

ソリンが27万バレル減、石油精製品が453万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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（出所）LSEGよりマーケットエッジ作成
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需給緩和で戻り売り、米中緊張緩和でも上値重い
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【展望】

需給緩和見通しを背景に戻り売り優勢の展開が続く見通し。

原油価格は抑制されても、通常想定される需要喚起や供給抑

制の効果は期待できない。このまま大きな供給障害の発生が

なければ、年末に向けて供給過剰状態が続く見通し。米中関

係悪化に対する警戒感が後退していることはポジティブだが、

それを考慮に入れても供給過剰見通しは崩れない。4月9日に

付けた今年最安値55.12ドル割れを試す展開を想定したい。

米中関係は依然として流動的だが、少なくとも月末の米中首

脳会談は開催される可能性が高まっている。トランプ米大統

領は10月10日、中国のレアアース輸出規制の動きに強く反発

し、首脳会談開催を見送る可能性を示唆していた。しかし、

17日には中国との間で広範な貿易合意を実現できるとの期待

感を示している。米中間で緊張緩和に向けた取り組みが強化

されると、急落リスクは後退する。

ただし、いずれにしても大規模な供給過剰が発生する見通し

に変化はみられない。特に石油輸出国機構（OPEC）プラス

は既に11月までの減産縮小（＝増産）を合意しており、異常

気象の寒波が発生するか、大規模な供給障害が発生しない限

り、需給緩和圧力を背景とした値下がり傾向が大きな修正を

迫られる可能性は低い。

ウクライナ軍は前週もロシア石油関連施設に対する大規模な

攻撃を続けている。また、トランプ大統領は10月15日、イン

ドのモディ首相がロシア産原油の購入停止を約束したと発言

した。インド外務省は否定しているが、ロシア産の供給リス

クが意識された際には、50ドル台後半で修正高が促される可

能性は残されている。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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